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佳作

　今から、日本に来た頃に私が味わって勉強になった話
をしようと思います。
　会社に入ったばかりの頃、私は普通の自転車に乗って
通勤していました。しかし、通勤の道には大きな坂が二
つあって、普通の自転車だととても大変でした。坂を上
る度に体がへとへとになり、残業して帰る時は本当に疲
れ切っていました。それで、同じ会社の友だちと一緒に
電動アシスト自転車を買うことにしました。
　私たちは、ベトナム人向けのグループで自転車を探し
てたのですが、ある人が電動アシスト自転車を売ってい
るのを見つけました。写真は綺麗で、値段も悪くないと
思いました私は ７万円の自転車、友達は ８万円の自転車
を買おうか悩んでいました。そしたら、売り手から「早
く振り込まないと他の人に売れてしまう。」と何度も急
かされました。私たちは同じベトナム人だから大丈夫だ
と思い、お金を振り込んでしまいました。それは、日本
に来たばかりの私たちにとってとても高い金額でした。
　しかし、お金を送った直後から、その人と連絡が取れ
なくなり自転車も結局届きませんでした。私たちは怒り

と悲しみでいっぱいになりました。お金を送ったことだ
けでなく、同じベトナム人に裏切られたことがとても辛
かったです。外国に来て、同じ国の人に助けてもらいた
い気持ちがあったのに、逆に信じた気持ちを利用されて
しまいました。
　この出来事から大きな教訓を得ました。「安い・早
い・お得」という言葉をすぐに信じてはいけません。物
を買う時は必ず直接会って、実物を確認してからお金を
払うべきですこれから日本に来る人たちには、汗と努力
で稼いだお金を大切にして欲しいと伝えたいです。
　お金を失ったのは本当に悲しかったですが私はそこで
諦めませんでした。お金は、また働けば取り戻せる。で
も、ここで落ち込んでいたら、もっと大切な時間を失っ
てしまうと自分に言い聞かせました。それからは、もっ
と一生懸命働くようになり少しずつ失った分を取り戻し
ました。そして何よりも、この経験を通して冷静さと注
意深さを学びました。
　日本に来て ２年が経ちました。振り返ると色々な困難
や失敗がありましたが、その一つ一つが私を強くし、成
長させてくれたと思います。詐欺に遭ったことは苦い思
い出ですが今では大切な教訓となり、前に進む力になっ
ています。
　最後に、監理団体の皆様と会社の皆様に心から感謝し
ています。私たちが困った時、いつも支えてくれて、詐
欺か法律違反についても注意してくれました。そのおか
げで、私たちは安心して生活し、仕事に集中することが
できています。これからも努力を続け、もっと成長して
いきたいと思います。本当にありがとうございます。
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「日本での最初のレッスン」

　私はインドネシアで一人っ子として育ちました。兄弟
や姉妹がいなかったため、家の中はいつも静かでした。
悩みや不安があっても、話せる相手はいませんでした。
小学生のころ、学校でつらいことがあっても、「我慢し
なさい」と言われ、自分の気持ちを言葉にできませんで
した。一人で考え、一人で耐える毎日でした。
　両親はとても厳しく、外出はあまり許されませんでし
た。友達の誕生日会にさそわれても家に残り、窓から
帰っていく友達を見送ったことがあります。また、友達
から家族旅行の話を聞くたびに、どこにも行けない自分
と比べて寂しい気持ちになりました。一人っ子の生活は
孤独でしたが、その中で物事を深く考える性格になった
と思います。
　中学校から高校まで、放課後はほとんど家で過ごしま
した。雨の日に学校の行事で少し帰りが遅くなっただけ
でも、理由を聞かれる前に叱られたことがあります。私
の世界は家と学校だけでした。だからこそ、早く大人に
なりたいと強く思っていました。
　しかし成長するにつれ、将来のことで悩むようになり
ました。大学、仕事、結婚。周りの友達が自分の道を決

めていく中で、すべてを一人で選ばなければならない重
さを感じていました。そんなとき、日本という国を知り
ました。新しい環境で自分を試したいと思い技能実習生
として日本で働くことを決めました。家族は最初反対し
ましたが、話し合いの末、私の気持ちを理解してくれま
した。
　日本に来てから、製造の仕事は想像以上に大変でし
た。作業の速さ、日本語での指示、細かい確認。失敗し
て作業を止めてしまったこともあります。以前の私は、
分からないことがあっても迷惑をかけるのが怖く、一人
で何とかしようとしていました。
　しかしある日、作業の手順が分からず、思い切って先
輩に質問しました。先輩は嫌な顔をせず、仕事の手を止
めて丁寧に教えてくれました。そして「聞いてくれてよ
かった」と言ってくれました。その言葉から、助けを求
めることは弱さではなく、責任ある行動だと気づきまし
た。
　また、体調をくずして早退した日、上司が薬を用意し、
「無理しないで」と声をかけてくれました。そのとき、
日本では仕事だけでなく、人としても大切にされている
と感じました。一人で抱えこむことに慣れていた私に
とって、そのやさしさは心に残りました。
　振り返ると、何でも一人で抱えこみ、弱さを見せない
ようにしてきた一人っ子としての日々があったからこ
そ、今の私は人のやさしさに気づき、それを受け止めら
れるようになったのだと思います。あの厳しい時間は、
世界へ一歩進むための準備だったと、今は胸を張って言
えます。
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厳しさがくれた答え




